
























































































? ?????? ???? ???? ??????

































































































































































































































































































































































































































































































































































arsto, Searle and R






















































































































??????? ????????????????????? ?? ??????






























































































































































?? ? ?????????????????? ??????? ?? ?????????????
???? ???????
48?
?? ?? ?
73?
????
1?
??
5? ?????
2?
??
6? ??
16?
9???????????
??
7? ??
2?? ?????
20?
??
8? ??
6?
??
9? ??
11?
???
表
１
　「
東
京
写
真
研
究
会
」
戦
前
期
開
催
展
覧
会
・『
畫
集
』
掲
載
作
品
数
一
覧
年
東
京
写
真
研
究
会
『
畫
集
』
作
品
総
数
 
※
2
『
畫
集
』
掲
載
写
真
 ※
3
審
査
員
備
考
総
数
人
物
風
景
そ
の
他
 
明
治
40
年
（
19
07
）
東
京
勧
業
博
覧
会
、
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
開
催
明
治
41
年
（
19
08
）
第
一
回
品
評
会
第
1輯
13
5
15
9 
5
1
三
宅
克
己
、
工
藤
孝
、
前
川
謙
三
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
品
評
会
、
日
本
橋
常
磐
木
倶
楽
部
に
て
開
催
第
2輯
15
11
 
4
0
明
治
42
年
（
19
09
）
第
二
回
品
評
会
第
3輯
34
2
15
10
 
4
1
和
田
英
作
、
三
宅
克
己
、
工
藤
孝
、
前
川
謙
三
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
品
評
会
、
赤
坂
溜
池
三
会
堂
に
て
開
催
明
治
43
年
（
19
10
）
第
一
回
研
展
第
4輯
46
7
13
6 
6
1
工
藤
孝
、
前
川
謙
三
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
（
和
田
・
三
宅
が
指
名
さ
れ
る
も
、
旅
行
・
外
遊
の
た
め
欠
席
）
研
展
、
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館
に
て
開
催
（
以
後
同
陳
列
館
使
用
）
第
5輯
15
6 
7
2
明
治
44
年
（
19
11
）
第
二
回
研
展
※
1
16
7
15
4 
10
1
和
田
英
作
、
黒
田
清
輝
、
宮
内
幸
太
郎
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
研
展
、
会
員
出
品
の
み
に
限
ら
れ
た
た
め
作
品
総
数
減
明
治
45
年
（
19
12
）
第
三
回
研
展
※
1
30
4
22
0 
16
6
工
藤
孝
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
（
前
川
、
宮
内
、
渡
邊
が
指
名
さ
れ
る
も
欠
席
、
宮
内
は
外
遊
の
た
め
）
研
展
、
会
員
外
出
品
を
認
め
、
審
査
員
指
名
方
式
を
採
用
大
正
2年
（
19
13
）
第
四
回
研
展
第
6輯
29
0
16
0 
15
1
宮
内
幸
太
郎
、
田
中
松
太
郎
、
野
島
康
三
、
加
藤
精
一
、
久
野
（
秋
山
）
轍
輔
大
正
3年
（
19
14
）
東
京
大
正
博
覧
会
開
催
、
審
査
員
に
研
究
会
会
員
を
推
薦
大
正
4年
（
19
15
）
第
五
回
研
展
第
7輯
36
1
20
2 
11
7
宮
内
幸
太
郎
、
田
中
松
太
郎
、
野
島
康
三
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
（
三
宅
、
指
名
さ
れ
る
も
、
画
業
の
た
め
欠
席
）
大
正
5年
（
19
16
）
第
六
回
研
展
第
8輯
32
7
18
3 
12
3
三
宅
克
己
、
宮
内
幸
太
郎
、
田
中
松
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
三
宅
克
己
『
写
真
の
う
つ
し
方
』
刊
行
大
正
6年
（
19
17
）
第
七
回
研
展
第
9輯
27
5
18
3 
11
4
三
宅
克
己
、
宮
内
幸
太
郎
、
田
中
松
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
創
立
十
周
年
特
別
陳
列
を
行
う
大
正
7年
（
19
18
）
第
八
回
研
展
第
10
輯
24
1
25
0 
21
4
宮
内
幸
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
吉
野
誠
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
大
正
8年
（
19
19
）
第
九
回
研
展
第
11
輯
30
4
25
2 
17
6
宮
内
幸
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
吉
野
誠
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
（
三
宅
、
指
名
さ
れ
る
も
、
外
遊
の
た
め
欠
席
）
大
正
9年
（
19
20
）
第
十
回
研
展
第
12
輯
28
2
25
1 
21
3
宮
内
幸
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
内
に
て
野
島
康
三
「
個
人
展
覧
会
」
開
催
大
正
10
年
（
19
21
）
第
十
一
回
研
展
第
13
輯
34
1
30
5 
23
2
宮
内
幸
太
郎
、
結
城
林
蔵
、
前
川
謙
三
、
關
口
愛
山
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
大
阪
・
中
之
島
中
央
公
会
堂
で
入
賞
写
真
展
大
正
11
年
（
19
22
）
作
品
展
覧
会
第
14
輯
10
4
30
2 
19
9
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
日
高
長
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
平
和
記
念
東
京
博
審
査
員
に
会
員
を
推
薦
す
る
も
認
め
ら
れ
ず
、
東
京
朝
日
新
聞
社
楼
上
に
て
作
品
展
開
催
大
正
12
年
（
19
23
）
第
十
二
回
研
展
26
0
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
日
高
長
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
究
会
、
会
則
一
部
改
正
 ／
 関
東
大
震
災
大
正
13
年
（
19
24
）
第
十
三
回
研
展
第
15
輯
26
0
33
4 
18
11
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
日
高
長
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
福
原
信
三
ら
に
よ
り
「
日
本
写
真
会
」
結
成
大
正
14
年
（
19
25
）
第
十
四
回
研
展
第
16
輯
30
3
32
4 
20
8
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
日
高
長
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
東
京
朝
日
新
聞
社
主
催
「
写
真
百
年
祭
」
開
催
大
正
15
年
（
19
26
）
第
十
五
回
研
展
第
17
輯
23
8
31
2 
21
8
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
日
高
長
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
創
立
二
十
周
年
記
念
特
別
陳
列
昭
和
2年
（
19
27
）
第
十
六
回
研
展
第
18
輯
19
3
33
1 
14
18
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
こ
の
年
か
ら
上
野
公
園
東
京
府
美
術
館
使
用
昭
和
3年
（
19
28
）
第
十
七
回
研
展
第
19
輯
14
5
34
4 
15
15
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
加
藤
精
一
（
秋
山
病
欠
）
昭
和
4年
（
19
29
）
第
十
八
回
研
展
第
20
輯
18
2
35
4 
18
13
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
松
浦
幸
陽
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
昭
和
5年
（
19
30
）
第
十
九
回
研
展
第
21
輯
21
8
35
6 
9
20
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
松
浦
幸
陽
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
昭
和
6年
（
19
31
）
第
二
十
回
研
展
第
22
輯
18
3
36
3 
12
21
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
松
浦
幸
陽
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
こ
の
年
と
翌
年
の
み
、
上
野
公
園
桜
ヶ
岡
日
本
美
術
協
会
列
品
館
に
て
開
催
昭
和
7年
（
19
32
）
第
二
十
一
回
研
展
第
23
輯
21
0
33
3 
9
21
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
松
浦
幸
陽
、
山
崎
益
蔵
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
昭
和
8年
（
19
33
）
第
二
十
二
回
研
展
第
24
輯
18
3
36
6 
9
21
吉
野
誠
、
關
口
愛
山
、
小
野
隆
太
郎
、
松
浦
幸
陽
、
山
崎
益
蔵
、
加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
こ
の
年
か
ら
小
西
六
本
店
ホ
ー
ル
使
用
昭
和
9年
（
19
34
）
第
二
十
三
回
研
展
第
25
輯
15
9
35
8 
6
21
松
浦
幸
陽
、
永
田
二
龍
、
山
崎
益
蔵
、
靍
殿
霞
汀
、
小
野
隆
太
郎
、
池
谷
慶
太
郎
、
矢
野
嘉
一
郎
、
秋
山
轍
輔
研
展
、
大
阪
に
加
え
名
古
屋
、
金
沢
で
も
開
催
昭
和
10
年
（
19
35
）
第
二
十
四
回
研
展
第
26
輯
16
3
30
6 
3
21
松
浦
幸
陽
、
永
田
二
龍
、
田
中
掬
水
、
小
川
月
舟
、
小
野
隆
太
郎
、
田
野
泰
弘
、
小
林
秀
二
郎
、
秋
山
轍
輔
昭
和
11
年
（
19
36
）
第
二
十
五
回
研
展
『
畫
集
』
第
27
輯
、
刊
行
翌
年
に
延
期
昭
和
12
年
（
19
37
）
第
二
十
六
回
研
展
第
27
輯
17
0
39
9 
5
25
松
浦
幸
陽
、
永
田
二
龍
、
山
崎
益
蔵
、
小
川
月
舟
、
島
田
逸
山
、
小
野
隆
太
郎
、
池
谷
慶
太
郎
、
粟
屋
良
馬
、
秋
山
轍
輔
『
畫
集
』
第
28
輯
、
刊
行
翌
年
に
延
期
昭
和
13
年
（
19
38
）
第
二
十
七
回
研
展
第
28
輯
17
9
41
9 
5
27
松
浦
幸
陽
、
永
田
二
龍
、
靏
殿
霞
汀
、
小
川
月
舟
、
島
田
逸
山
、
小
野
隆
太
郎
、
矢
野
嘉
一
郎
、
小
林
秀
二
郎
（
秋
山
病
欠
）
『
畫
集
』
第
28
輯
、「
東
京
写
真
研
究
会
三
十
年
史
」
収
録
第
29
輯
18
1
42
6 
5
31
山
崎
益
蔵
、
島
田
逸
山
、
伊
藤
六
郎
、
海
部
誠
也
、
河
野
龍
太
郎
、
小
野
隆
太
郎
、
田
野
泰
弘
、
池
谷
慶
太
郎
、
秋
山
轍
輔
昭
和
14
年
（
19
39
）
第
二
十
八
回
研
展
第
30
輯
15
7
34
8 
2
24
永
田
二
龍
、
山
崎
益
蔵
、
島
田
逸
山
、
伊
藤
六
郎
、
河
野
龍
太
郎
、
粟
屋
良
馬
、
小
林
秀
二
郎
、
秋
山
轍
輔
福
原
・
野
島
に
よ
り
「
国
画
会
」
写
真
部
創
設
昭
和
15
年
（
19
40
）
第
二
十
九
回
研
展
第
31
輯
13
2
38
9 
3
26
靏
殿
霞
汀
、
島
田
逸
山
、
海
部
誠
也
、
河
野
龍
太
郎
、
矢
野
嘉
一
郎
、
田
野
泰
弘
、
秋
山
轍
輔
雑
誌
統
廃
合
に
よ
り
『
写
真
月
報
』
及
び
『
畫
集
』
廃
刊
昭
和
16
年
（
19
41
）
第
三
十
回
研
展
／
〈
不
明
〉
東
京
写
真
研
究
会
『
会
報
』
の
刊
行
始
ま
る
昭
和
17
年
（
19
42
）
第
三
十
一
回
研
展
98
伊
藤
六
郎
、
池
谷
慶
太
郎
、
渡
邊
定
男
、
永
田
二
龍
、
山
崎
益
蔵
、
粟
屋
良
馬
、
新
井
保
男
、
島
田
逸
山
新
生
「
東
京
写
真
研
究
会
」
創
設
 ※
4
昭
和
18
年
（
19
43
）
第
三
十
二
回
研
展
／
〈
不
明
〉
※
 本
表
の
作
成
に
あ
た
り
、『
畫
集
』
各
号
の
掲
載
作
品
・
審
査
表
・
出
品
目
録
と
と
も
に
、
掲
載
資
料
「
研
展
二
十
五
年
史
」（
第
22
輯
）、
「
東
京
写
真
研
究
会
三
十
年
史
」（
第
28
輯
）、
及
び
『
写
真
月
報
』
の
記
事
を
参
照
し
た
。
ま
た
昭
和
16
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
『
会
報
』
か
ら
デ
ー
タ
を
拾
っ
た
。
※
1　
『
畫
集
』
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
刊
行
さ
れ
た
『
写
真
月
報
 臨
時
増
刊
 展
覧
会
号
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
※
2　
「
作
品
総
数
」
と
は
、
監
査
の
有
無
を
問
わ
ず
、
展
示
さ
れ
、
審
査
対
象
と
見
做
さ
れ
た
作
品
の
総
数
を
指
す
。（
審
査
員
出
品
や
、
審
査
後
出
品
、
参
考
品
は
除
外
）
※
3　
「『
畫
集
』
掲
載
作
品
」
は
、『
畫
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
（
優
秀
作
品
・
審
査
員
出
品
）
を
指
す
。「
総
数
」
は
掲
載
写
真
の
総
数
を
指
し
、「
人
物
」
は
全
身
・
バ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
問
わ
ず
人
を
主
と
し
た
写
真
、「
風
景
」
は
山
や
海
、
村
落
な
ど
、
自
然
を
引
き
で
う
つ
し
た
、
研
展
に
特
徴
的
な
写
真
を
指
す
。「
そ
の
他
」
に
は
以
上
に
当
て
は
ま
ら
な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
、
例
え
ば
静
物
（
動
物
・
植
物
・
果
実
）
や
群
像
、
都
市
を
う
つ
し
た
作
品
、
構
成
的
な
作
品
を
含
む
。
※
4　
東
京
写
真
研
究
会
と
パ
ー
レ
ッ
ト
同
人
会
は
発
展
的
解
消
し
、
新
生
「
東
京
写
真
研
究
会
」
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う
。（
『
会
報
』
第
6号
、
昭
和
17
年
）
